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研究成果の概要（和文）：本研究は19世紀後半ロシア帝国ヴォルガ・ウラル地域のテュルク系ムスリム社会の実態を、
家族と共同体社会をめぐる法的制度とその運用を分析することで明らかにする。本研究はとくにロシア帝国の司法・行
政におけるムスリムの「シャリーアによる」遺産分割の制度と、その運用実態を解明した。主たる史資料は、ロシア連
邦バシコルトスタン共和国中央歴史文書館のオレンブルグ・ムスリム宗務協議会フォンド所蔵の文書類である。本研究
は、宗務協議会のカーディーや教区共同体であるマハッラのイマームが遺産分割案件の処理に際し、概して手続法的な
部分ではロシア帝国法に、実体法的なところではイスラーム法に依拠していたことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The present study makes an attempt to clarify a concrete picture of the Turkic 
Muslim society in the Volga-Ural region in the late 19th Imperial Russia by analyzing legal institutions 
and practices of Muslim family and community. Our study particularly explains the institution of Muslim 
inheritance "according to Sharia law" in the judicial-administrative system of the Empire, and also 
reveals its actual practices. Major materials examined in our research are judicial-administrative 
documents from the fond of the Orenburg Muhammadan Ecclesiastical Assembly at the Central State 
Historical Archives (Tsentral'nyi gosudarstvennyi istoricheskii arkhiv) of the Republic of Bashkortostan 
in the Russian Federation. Our research explains that qadis of the Ecclesiastical Assembly and imams of 
mahallas as parish communities dealt with cases of inheritance on the basis of the laws of the Russian 
Empire procedurally on the whole, while following Islamic law in general for substantive legal issues.

研究分野：中央ユーラシア近現代史、ロシア（ヴォルガ・ウラル地域）のムスリム社会におけるウラマーとイスラー
ム信仰

キーワード： 中央ユーラシア史　ロシア帝国　イスラーム法　ロシア法　法制史　社会史　家族史　国際研究者交流
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１．研究開始当初の背景 
 
 中央ユーラシア近代史、とくにロシア帝国
統治下ヴォルガ・ウラル地域のムスリムを対
象とする研究には従来、大別して 2つのアプ
ローチが存在する。1 つは帝国政府のムスリ
ム統治行政について、制度や政策の実態を解
明する研究である。もう 1つは、ムスリム知
識人の活動や思想を検討することで、ムスリ
ム社会の状況を明らかにしようとする研究
である。だが、前者はムスリム社会内部の状
況を解明できず、後者はムスリム社会のなか
の知的上層のみを扱うために社会全体の実
態を明らかにできていない。つまり、当該研
究分野は、ロシア帝国統治下のムスリム社会
について、知識人のみならず一般民衆も射程
に収め、その内的な実態を明らかにするタイ
プの研究を必要としている。 
 上述のような研究動向と、その問題点を認
識した報告者はまた、ロシア連邦ウファ市に
あるバシコルトスタン共和国中央歴史文書
館のオレンブルグ・ムスリム宗務協議会フォ
ンドに、19 世紀～20 世紀初頭に「シャリー
ア（イスラーム法）による」遺産分割の過程
で作成された文書が相当数存在することも
把握した。同じフォンドにムスリムの教区共
同体で作られた教区簿冊（メトリーチェスカ
ヤ・クニーガ）が保存されていることも確認
した。これらの史料は、これまでの研究でほ
とんど利用されていない。そこで報告者は、
上述の先行研究上の不足を補うため、これら
文書史料に依拠した家族法に関係する歴史
的諸問題の解明によって、ムスリム社会内部
の実態に迫る研究を進めることとした。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、19世紀後半から 1905年
第一次革命にいたる時期のロシア帝国、とく
にヴォルガ・ウラル地域におけるムスリム社
会内部の実態を、ムスリム家族と、それによ
り構成される社会を分析するという、家族社
会史的手法で明らかにすることである。その
際、ロシア連邦バシコルトスタン共和国中央
歴史文書館のオレンブルグ・ムスリム宗務協
議会フォンドに所蔵される文書史料を利用
する。より具体的には、次の 2つの研究課題
(1)、(2)を設定し、その解明をめざす： 
 
(1)19 世紀後半～1905 年、ロシア帝国の司
法・行政制度下にあったヴォルガ・ウラル地
域のムスリムの家族生活の実態を、とくに遺
産分割関係文書史料の分析により解明する。 
 報告者はこれまでの研究作業で、上述の宗
務協議会フォンドに所蔵される遺産分割関
係文書のなかに、ロシア語のみならず、アラ
ビア文字で書かれたテュルク語の文書が一
定程度含まれることを把握している。だが先
行研究では、そうした文書史料の存在にもか

かわらず、遺産分割は本格的な研究の対象と
されていない。こうした研究と史料の状況を
踏まえて報告者は、遺産分割関係史料を分析
することで、当該時代地域のムスリムの家族
生活の実態に迫る。 
 
(2)19世紀後半～1905年のロシア帝国ヴォル
ガ・ウラル地域におけるムスリム家族とマハ
ッラ（教区共同体）の実態を、ムスリムの教
区簿冊を分析するという、家族社会史的、歴
史人口学的手法で解明する。 
 ロシア帝国では正教徒社会と同じく、ムス
リム社会にも教区簿冊の制度が導入された。
その現場での運用は、マハッラ（教区共同体）
のイマーム（宗教的指導者、「ムスリム聖職
者」）に委ねられ、アラビア文字表記のテュ
ルク語で作成された。こうした教区簿冊の存
在は現地研究者の間でよく知られるが、しか
しこれまで、誰も本格的な研究を行なってい
ない。報告者は、特定の複数のマハッラで一
定期間作成された教区簿冊を数量的に分析
し、当該時代地域のムスリム家族と共同体社
会の実態を明らかにする。 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究の作業は、(1)国内外における研究史
資料の所在調査と収集、そして(2)収集した史
資料の読解と分析という 2つの工程により構
成される。 
 
(1)研究史資料の所在調査と収集 
①国外 
 主たる調査・収集地はロシア連邦バシコル
トスタン共和国ウファ市であり、バシコルト
スタン共和国中央歴史文書館とロシア科学
アカデミー・ウファ学術センター学術文書館
である。とくに前者においては、オレンブル
グ・ムスリム宗務協議会のフォンドが調査・
収集の対象である。後者では、宗務協議会に
長く勤務したウラマーのリザエッディン・ブ
ン・ファフレッディン（1858/59～1936）の
フォンドが主な対象である。万が一、これら
の文書館での作業が困難となる場合には、代
替可能な史資料については、ロシア連邦タタ
ルスタン共和国カザン市の文書館で調査・収
集する。 
 研究文献については、ウファ市の図書館等
での複写や、書店等での購入により収集する。 
②国内 
 一次史料については、主として収集するも
のは『ロシア帝国法律集成』、『ロシア帝国法
令全集』などのロシア法史料の該当巻・条文
である。これらを所蔵する大学附属図書館等
で、所在調査と収集を行なう。 
 研究文献については、大学附属図書館等で
の複写や、書店等での購入により収集する。 
 
(2)史資料の読解と分析 



 収集した史資料の読解は、報告者が所有す
る、または京都外国語大学付属図書館所蔵の
工具書類を利用して行なう。分析にあたって
は、とくに史資料に見られるイスラーム法由
来の要素と、ロシアの法・法文化によるもの
と考えられる要素を解明する。これには、イ
スラーム法・法制史とロシア法・法制史、そ
れぞれの研究分野の専門文献を利用する。 
 
 
４．研究成果 
 
 報告者は本研究を進めるにつれ、まずは上
述の研究課題(1)を重点的に遂行し、その成果
を発表することが可能であり、必要でもある
と判断した。その理由は、先行する専論が存
在しないという状況に加えて、良質な文書史
料が事前の想定以上に存在することが判明
したためである。このため、本研究の成果と
して、研究課題(1)の結果を中心とする、次の
諸点が得られた： 
 
(1)19世紀後半～20世紀初頭のロシア帝国の
司法・行政制度として、ヴォルガ・ウラル地
域のムスリム臣民の遺産分割手続きのため
に構築された制度が、解明された。 
 ムスリム臣民は、「シャリーアの諸規定に
従った」遺産分割を希望する場合、その旨の
請願（訴願、申立て）を行なった。それによ
って、マハッラのイマームが、民法やオレン
ブルグ・ムスリム宗務協議会の回状等で定め
られた手続きを開始した。イマームは、相続
人や、相続人の後見人の全員が、「シャリー
アによる」遺産分割を行なうことに同意して
いることを確認できた場合のみ、手続きを進
めることができた。ムスリム臣民はイマーム
の行なった手続きに納得しない場合、さらに
上級機関に請願することができた。下記「５．
主な発表論文等」の〔雑誌論文〕1、〔図書〕
4を、とくに参照のこと。 
 
(2)当該時代地域のムスリム司法・行政機関で
あるオレンブルグ・ムスリム宗務協議会が、
ムスリムの遺産分割案件のためにとった手
続きが明らかになった。 
 宗務協議会は、ムスリム臣民から「シャリ
ーアによる」遺産分割を行ないたい旨の請願
書の提出を受けると、その案件を担当するイ
マーム等のムスリム聖職者を合議で決め、そ
の者に委任した。その後、担当のイマーム等
から報告書の提出を受けると、その結果を最
終的に合議で確認し、案件を解決した。下記
の〔雑誌論文〕1、〔図書〕4を、とくに参照。 
 
(3)宗務協議会の「カーディー」と呼ばれる協
議員が、ムスリムの遺産分割案件のために行
なった作業の内容が解明された。 
 カーディーはウラマーのなかから選任さ
れた者が務めており、イスラーム法の専門家
だった。彼らはムスリム臣民からの請願書を

読み、さらに調査すべき点を指摘した。その
後、カーディーは担当のイマーム等から提出
された報告書を読み、イマーム等の作業がイ
スラーム法に適うか否かを確認した。その際、
アラビア語で書かれたイスラーム法学書等
を参照し、必要であれば文言を引用して文書
に書き込むなどの作業を行なった。その他、
アラビア文字表記のテュルク語で書き込み
を行なったりした。こうしたカーディーの作
業に基づき、宗務協議会は案件を合議で解決
した。下記の〔雑誌論文〕1、3、〔図書〕4、
5を、とくに参照のこと。 
 
(4)宗務協議会管下のマハッラのイマームが、
ムスリムの遺産分割案件のために行なった
作業の内容が明らかになった。 
 マハッラのイマームはウラマーが務めて
いたが、遺産分割業務について委任を受ける
と、定められた作業を行ない、遺産分割証書
も作成した。それが遺産分割争いに関係する
訴えの案件である場合、定められた調査作業
を行なったが、ある種の裁定を自主的に行な
うこともあった。イマームは任務を終えると
アラビア文字表記のテュルク語で報告書を
作成し、宗務協議会に提出した。その際、ア
ラビア語で書かれたイスラーム法学書を参
照し、必要であれば報告書に引用した。下記
の〔雑誌論文〕1、3、〔図書〕4、5を、とく
に参照のこと。 
 
(5)当該時代地域の著名ウラマー、リザエッデ
ィン・ブン・ファフレッディンが、宗務協議
会カーディーとして勤務した時の、業務内容
の一端が具体的に解明された。 
 宗務協議会カーディーとしてのリザエッ
ディンは、協議会が出す回状を確認して署名
をするといった業務のみならず、ムスリムの
遺産分割案件については、イマームから提出
された報告書を同僚のカーディーとともに
読み、自らの見解等をアラビア文字表記のテ
ュルク語で関係文書に書き込むなどの作業
を行なっていた。下記の〔雑誌論文〕1、2、
3、〔図書〕1、3、4、5を、とくに参照。 
 
(6)当該時代地域のムスリム遺産分割の法的
制度が備えていた、ロシア的な法文化由来の
性格と、イスラーム法由来の要素が具体的に
指摘された。 
 カーディーやイマーム等のムスリム聖職
者は国家の法的制度に従い、ムスリム臣民の
遺産分割案件では、およそ手続法的な部分は
ロシア法の定めるところに基づいて業務を
行なった。イスラーム法は、遺産の相続分の
算定基準という、概して実体法的な部分で参
照した。とくに、イマームが遺産分割争いの
解決のために行なった「調査」という業務は、
歴史的ムスリム政権下のシャリーア法廷で
は行なわれなかった種類のものであり、職権
探知主義的なロシアの法文化に由来するも
のと推測することができる。カーディーがイ



マームの作成した報告書をもとに判断を下
すという手続きについても、ロシア的な書面
審理主義の法文化によるものと考えること
ができる。こうしたことから、宗務協議会は、
ムスリム臣民によって「裁判所」と呼ばれて
いたとしても、歴史的ムスリム政権下のシャ
リーア法廷とは異なるものだったと言うこ
とができる。下記の〔雑誌論文〕1、〔図書〕
4を参照のこと。 
 
(7)当該時代地域のマハッラのイマームが作
成していた遺産分割証書の書式と、実際の証
書の内容が明らかになった。下記の〔図書〕
4を参照のこと。 
 
(8)当該時代地域のムスリム臣民が、遺産分割
時に生じた問題を解決するために宗務協議
会に提出していた訴願書（請願書、申立書）
の、実際の内容が解明された。下記の〔雑誌
論文〕1を参照のこと。 
 
(9)当該時代地域のマハッラでイマームによ
って作成されていた教区簿冊の法的制度と、
その運用実態が解明されつつある。 
 イマームは毎年、在任のマハッラを管轄す
る県庁から教区簿冊の様式 2 部を受け取り、
同じ内容のもの 2部を作成した。その様式は、
誕生、結婚、離婚、死亡の各ページで構成さ
れた。イマームは 1 年分の作成を終えると、
1 部を宗務協議会に提出し、もう 1 部はマハ
ッラで手もとに保管した。宗務協議会に提出
されたものは、そこで保管された。教区簿冊
はアラビア文字表記のテュルク語で作成さ
れたが、様式の印刷部分については、アラビ
ア語で書かれることもあった。イマームはし
ばしば、数か月分、または 1年分をまとめて
作成した。報告者は現在、こうした教区簿冊
の制度と運用実態の解明作業を鋭意進めて
おり、学術論文として発表する予定である。 
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